
史 誌

明治 8. 内務省に衛生局設置
19. 5 佐世保鎮守府設置
22. 6 佐世保鎮守府病院開院
23. コレラ・赤痢流行（２４年まで）
24. 8 戸尾町に伝染病院創設
28. 6 コレラ流行により各小学校閉鎖
29. 6 佐世保警察署設置
30. 9 佐世保鎮守府病院を佐世保海軍病院と改称
34. 2 佐世保衛生組合創立

11 児童・生徒に初めて身体検査実施
35. 3 佐世保海軍共済会創立

4 市制施行
11 汚物掃除法、市の事業として施行

36. 4 海軍水道水の分与をうけ、市直営で全市に水を配給
37. 3 伝染病院を横尾免長田に移転

8 佐世保婦人会、幼児保育所開設
行路病舎を八幡谷に新設

38. 7 初の水道敷設案市会を通過
8 市水道課新設

40. 8 佐世保市医師会結成
9 上水道の給水開始

下矢岳町に疑似ペスト発生し、同町の建物全部（１６７戸）焼却
42. 7 市営と殺場開業
43. 1 共済会病院落成
44. 7 トラホーム患者の貧困者に公費治療を施す

11 佐世保市水道局日宇村に給水許可
大正 元 9 大洪水浸水家屋3,400戸

2. 6 市立長田病院梅田町へ移転
5. 5 大日本医師会創立
7. 4 共済病院付属看護婦養成所開所
9. 4 市立実費診療所設置

12. 4 佐世保市養老院創設
5 長田病院を佐世保村梅田町に新築

13. 7 衛生組合連合会発足
15. 3 山ノ田浄水場竣工

3 名切火葬場買収、市営火葬場とする。
昭和 2. 1 健康保険法施行

3. 3 小佐世保免に新火葬場設置
6 衛生課付属育児相談所設立（母子衛生事業）

5. 8 恩腸財団済世会佐世保診療所八幡町に設置
9. 6 市立実費診療所（総合病院の前身）を長田病院内に設置

10. 4 市立行路病舎梅田町に設置
11. 4 市立実費診療所を市立診療所と改称

9 市立診療所南部分院を若葉町に開設
12. 4 法律４２号保健所法公布
13. 1 厚生省発足

6 県立佐世保保健所を春日町に開所
14. 4 市立診療所を佐世保市民病院と改称
15. 10 共済組合早岐分院開院

11 海仁会病院開院
17. 8 市民病院中央分院を木場田町に開設
18. 4 佐世保海軍共済病院と改称
19. 4 市立長田病院を市立厚生病院と改称

　佐世保市保健福祉年表

年月
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史 誌年月

昭和 21. 4 元海仁会病院を買収し佐世保市民病院とする。従来の市民病院を北分院と改称
市民病院中央分院廃止

22. 7 市民病院高島分院開設
9 保健所法改正公布

11 新制佐世保市医師会設立
23. 2 佐世保市医師会社団法人となる

3 市民病院南部分院廃止
10 県保健所が市に移管され佐世保市保健所として発足

24. 1 市保健所を梅田町に移転
3 北分院を佐世保北市民病院と改称

25. 4 市保健所・市衛生課を合併。Ａクラスの保健所として市の衛生行政が一本化となる
佐世保北市民病院を佐世保市立保健所付属診療所と改称

11 市営と殺場を干尽町に新設
28. 4 市立高等理容学校を清水中学校内に開設

保健所付属診療所を市立療養所北病院と改称
29. 3 野犬抑留所を藤原町から大塔町へ移転

4 北病院黒島診療所開設
7 清掃法公布

30. 5 佐世保市医師会が准看護婦養成所を設立
31. 1 北病院柚木分院開設
32. 5 長崎労災病院開設

北病院江上診療所開設
7 佐世保市保健所を高砂町74番地（5番17号）に新築移転

33. 4 未熟児養育医療給付の開始
9 百日せき・ジフテリアの二種混合予防接種開始

騒音防止条例施行
12 調理師法施行

34. 4 売春防止法施行
佐世保市国民健康保険条例施行

12 療養所北病院を市立北病院と改称
35. 4 市立高等看護学院創立
36. 1 北病院の柚木分院・江上診療所廃止

4 急性白髄炎予防接種開始
5 ３歳児健康診査開始

37. 8 コレラ保菌者１名発生
9 新生児訪問を助産婦会へ委託

39. 4 理容学校校舎を折橋町に新築
佐世保市医師会准看護婦学校と改称

7 日本赤十字社佐世保血液センター落成
40. 4 理容学校の所属を保健所から衛生部所属とする

「母子健康手帳」へ名称変更
10 母子栄養食品（牛乳）の支給開始

42. 4 衛生管理課及び高等看護学院を保健所から衛生部所属とする
7 各課の会計事務を庶務課へ統合

保健所機構改革により普及課廃止。予防防疫係と結核予防係を予防係と保健婦係にする
大水害発生に伴い防疫体制をとる（消毒作業・薬品配布）

43. 4 乳児の無料健康診断を医療機関へ委託
妊婦訪問を助産婦会へ委託

12 腸チフス・パラチフス混合予防接種廃止
44. 4 モデル衛生町全市指定

３歳児精密健康診査を医療機関へ委託（共済病院・総合病院・国立長崎中央病院）
5 長崎国体開催（市内各競技会場の消毒作業）（～９月まで）

移動保健所開始（離島）
8 百日せき・ジフテリア・破傷風の三種混合予防接種開始

破傷風予防実施
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史 誌年月

昭和 45. 4 健康モデル町発足（環境衛生課より予防課へ移管）モデル衛生町発展解消、１０ケ町選定実施
妊婦の無料健康診断を医療機関へ委託
乳児の精密健康診査を医療機関へ委託（共済病院・総合病院・国立長崎中央病院）
定期予防接種の無料化開始
長崎県公害防止条例実施に伴い、騒音規制地域に指定される

5 市内主要河川の水質調査開始
8 畜犬指導員任命発足

11 企画部に公害対策室設置（一部公害業務移管）
12 百日せき・ジフテリアの二種混合予防接種廃止

46. 4 県立佐世保看護学校創立
予防課保健婦係が保健指導係となる

5 市内周辺海域の水質調査開始
12 市民霊園を大潟町に新設

47. 1 大気汚染測定開始（二酸化鉛法実施による）
4 公害対策課発足に伴い公害事務の全面移管

市民病院と北病院を統合して佐世保市立市総合病院と改称
不要犬引取り業務の民間委託
公共発生源消毒業務の民間委託
消毒車購入による機動力の強化
一般市民の予防接種を医師会に委託（市内開業医で開始）
ガン検診（胃・子宮）を市内３病院（総合病院・共済病院・中央病院）へ委託
健康推進モデル町を健康推進町と改め２０ケ町を選定
佐世保市献血推進協議会発足

5 市民斎場を名切町から大潟町へ新築移転
48. 3 市立高等看護学院を島地町から平瀬町へ新築移転（県看との合同庁舎）

4 妊婦精密検査の委託
7 犬管理所（旧野犬抑留所）を大塔町から有福町へ移転

49. 4 佐世保市医師会准看護学校と改称
環境衛生課にと畜検査係設置

6 医師会館落成（佐世保市祇園町257番地）
10 福祉医療（乳児の入院、母子家庭の母の入通院を対象に助成実施）

50. 4 佐世保市立休日急病診療所を設立発足
種痘予防接種は緊急時に行う臨時の予防接種となる

51. 4 百日せき・ジフテリア・破傷風の三種混合予防接種廃止
試験検査課新設（２係）
健康推進町を１０ケ町に半減し、血色素検査を加え、健康診断内容を充実

9 コレラ予防接種は緊急時に行う臨時の予防接種となる
52. 1 ジフテリア・破傷風の二種混合予防接種開始

4 市立高等看護学院を市立看護専門学校と改称
5 精神衛生相談（専門医による）開始

53. 2 風しん予防接種開始
4 4か月児健康診査開始
7 不要犬引取業務の民間委託解除
9 野犬捕獲二班体制

10 福祉医療（母子家庭の子の入院（就学前児童）を対象に加える）
54. 1 麻しん予防接種開始

2 百日せき・ジフテリア・破傷風の三種混合予防接種再開
6 １歳６か月児健康診査開始

10 福祉医療（寡婦の入院を対象に助成開始）
55. 4 休日急病診療所夜間診療開始

病院群輪番制病院（７病院）による休日診療開始
小児二次救急病院（2病院）による休日診療開始
福祉医療（乳児の通院まで拡大）

10 福祉医療（母子家庭の子の入院を満18歳または高校在学中の満20歳未満まで拡大）
12 佐世保市医師会准看護学校を佐世保市医師会看護高等専修学校と改称
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史 誌年月

昭和 56. 1 酒害者家族相談開始
3 犬管理所整備（上水道・焼却炉改修・事務所増設）

57. 4 定期予防接種の有料化開始
58. 2 老人保健事業による一般健康調査開始

4 老人保健事業（健康手帳交付・健康教育・健康相談・機能訓練・訪問指導）開始
8 機構改革により、厚生病院・休日診療所・高等理容美容学校が保健所所管施設となる

59. 1 在宅当番医制（耳鼻科・眼科・産婦人科）診療開始
7 保健所別館新築
9 デイケア開始

10 福祉医療（乳児及び母子家庭の母子について月500円の定額控除を導入）
60. 4 成人病巡回健診での歯科健診を開始

6 精神障害者職親制度開始
7 がん検診（胃・子宮）を医師会へ委託

老人精神保健相談（専門医による）開始
B型肝炎母子感染事業の妊娠対策開始（医師会へ委託）

8 機能訓練開始（保健所）
61. 1 B型肝炎母子感染事業の新生児対策開始（共済病院・総合病院へ委託）

11 早岐地区在宅当番医制診療開始
62. 4 ５歳児歯の健康優良児コンテスト開始

検診車「すこやか号」による胃・胸部検診開始
１歳６か月児精密健康診査委託（共済病院・総合病院・国立長崎病院）
精神障害者職親制度を改め通院患者リハビリテ－ション事業とする

6 乳児・１歳６か月児・３歳児精密健康診査医師会へ委託開始
63. 2 検診車「すこやか号」による肺ガン検診開始

5 肺ガン検診を医師会に委託
7 親子教室開始

機能訓練を東部住民センター及び相浦文化センターで開始
平成 元 3 乳ガン検診医師会へ委託

4 保健所所属の庶務課・保健課・試験検査課・環境衛生課の４課に環境保全課・厚生病院を
加え、保健環境部に改組
未就学児の定期予防接種を無料化する

5 「佐世保市食生活改善推進協議会」発足
8 歯科医の休日在宅当番制の開始
9 すくすく相談「乳幼児療育相談」開始

11 精神障害者の家族会「ゆみはり会」発足
2. 3 佐世保市立総合病院新築移転。伝染病病棟併設に伴い厚生病院廃院

4 MMR予防接種無料化・佐世保市母子栄養食品支給事業廃止
3. 4 福祉医療（幼児の入院まで拡大）
4. 3 佐世保市東部芳世苑新設

4 福祉医療（自己負担額の引き上げ（1日上限500円⇒530円、月上限2,120円））
6 HIV一次検査開始

運動普及推進員発足
10 佐世保市未熟児養育医療給付事業開始
11 精神保健ボランティア基礎講座開始

5. 1 精神保健ボランティア「はなみずき」発足
4 大腸ガン検診医師会へ委託

「高齢者をかかえる家族の会」発足
福祉医療（幼児の通院まで拡大）

11 環境基本法制定（公害対策基本法廃止）
6. 3 佐世保市老人保健福祉計画策定

4 「高齢者をかかえる家族の会」を「痴呆老人をかかえる家族の会」に改称
歯の健康優良高齢者コンテスト開始
「佐世保市運動普及推進協議会」発足

11 大野・柚木地区ウォーキングモデルコース設置（１箇所目）
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史 誌年月

平成 7. 4 病院群輪番制病院（１２病院）による平日夜間帯の診療開始（３６５日受け入れ体制の確立）
予防接種法改正（個別接種実施＜ポリオ・ツ反・BCGを除く＞）
機能訓練事業（相浦・早岐を月２回とする）
「在宅介護者のつどい」発足
狂犬病予防法の改正により、犬の登録が一生に１回となる

6 日野地区ウォーキングモデルコース設置（２箇所目）
7 結核予防法の改正
9 総合療育相談開始

10 精神保健福祉手帳交付開始
名切～コミュニティーセンターウォーキングモデルコース設置（３箇所目）

11 展開峰～鹿子前パールシーリゾートウォーキングモデルコース設置（４箇所目）
8. 5 機構改革により、保健環境部と福祉部が保健福祉部と環境部に改組

8 佐世保市歯科保健大綱策定
「佐世保市病原性大腸菌Oー１５７対策本部設置要綱」制定、同月、佐世保市病原性大腸
菌Oー１５７対策本部設置
腸管出血性大腸菌感染症が指定伝染病へ指定

9 ボランティアセンター新設（ふれあいセンター内）
10 ふれあいセンターにて、子育て広場「一歩いっぽ」を開設し、母子保健事業（育児相談日の

設置、育児支援事業）及び療育事業（相談・集団指導）を拡充
ふれあいセンターにて、精神障害者の社会復帰事業開始
佐世保市保健・医療・福祉審議会発足

11 天神山公園ウォーキングモデルコース設置（５箇所目）
9. 2 下の原ダムウォーキングモデルコース設置（早岐）（６箇所目）

3 保健所運営協議会廃止
4 「精神障害者家族教室」開催

「難病相談」開催
精神障害者通所作業所　喫茶「どりいむ」がふれあいセンター内に設置

5 バリアフリー生活館新設
8 「佐世保市歯科保健推進協議会」発足

10 臓器移植法施行
在宅要介護者歯科保健推進事業開始
同月、「佐世保市在宅要介護者歯科保健推進協議会」発足

11 日宇・猫山ダムウォーキングモデルコース設置（７箇所目）
10. 2 江上・ハウステンボス展望ウォーキングモデルコース設置（８箇所目）

3 佐世保市障害者プラン策定
佐世保市エンゼルプラン策定

4 ふれあいセンター内子育て広場「一歩いっぽ」を改修し、「佐世保市子ども発達センター」を設置
10 １０か月児歯科育児相談事業開始
11 中里、皆瀬ウォーキングモデルコース設置（９箇所目）

11. 2 相浦ウォーキングモデルコース設置（１０箇所目）
4 「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」の施行（「伝染病予防法」、

「性病予防法」、「後天性免疫不全症候群の予防に関する法律」の廃止）
「佐世保市感染症診査協議会」発足

5 精神障害者通所作業所「シルク印刷工房　わくわくワーク」が鹿子前町に開設
7 厚生省が「結核緊急事態宣言」を発表

11 柚木地区ウォーキングモデルコース設置（１１箇所目）
12. 2 北地区ウォーキングモデルコース設置（１２箇所目）

3 佐世保市老人保健福祉計画・佐世保市介護保険事業計画策定（第１期）
4 佐世保市歯科保健基本計画及び第１次実施計画策定

介護保険制度開始
乳幼児の入院3歳未満を6歳まで助成（通院は3歳未満のまま）

11 大野地区ウォーキングモデルコース設置（１３箇所目）
13. 1 厚生省が厚生労働省に（省庁再編）

2 宮地区ウォーキングモデルコース設置（１４箇所目）
3 佐世保市子ども安心ネットワーク委員会設置
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史 誌年月

平成 13. 4 小児2次救急病院（総合病院・共済病院）による平日夜間帯の小児二次救急医療体制開始
福祉医療（自己負担額の引き上げ（1日上限530円⇒800円、月上限3,200円））

7 「精神障害者地域生活支援センター」を設置
思春期の子ども検討会発足

9 牛海綿状脳症（BSE）検査実施要領公布
10 ＢＳＥスクリーニング検査開始
11 高齢者対象のインフルエンザ定期予防接種の開始
12 三川内地区ウォーキングモデルコース設置（１５箇所目）

乳ガン検診にマンモグラフィの導入
佐世保地域保健医療計画策定

3 けんこうシップさせぼ２１策定
佐世保市エンゼルプラン（第２次計画）策定

14. 4 プレパパ学級開始
佐世保市食肉衛生検査所を隣接地（干尽町）に移転・新設

9 針尾地区ウォーキングモデルコース設置（１６箇所目）
10 福祉医療（自己負担額　月上限3,200円を1,600円に）

15. 3 保健所・市役所周辺健康ウォーキングモデルコース設置（１７箇所目）
佐世保市老人保健福祉計画・佐世保市介護保険事業計画策定（第２期）

4 佐世保市歯科保健及び第２次実施計画策定
5 前立腺がん検診開始
6 黒島地区ウォーキングモデルコース設置（１８箇所目）
7 思春期の性教育推進委員会設置

16. 2 広田地区ウォーキングモデルコース設置（１９箇所目）
3 佐世保市障害者プラン策定

次世代育成支援佐世保市行動計画（佐世保市エンゼルプラン・第２次計画改訂版）策定
4 子どもの相談窓口早見表作成（全戸配布）
6 大久保小学校事件による「子どもと親の心のケア相談窓口」設置（～平成１７年３月３１日まで）

10 特定不妊治療費助成事業開始(県への進達）
17. １ 佐世保市東部保健福祉センター設置

東部保健福祉センター周辺ウォーキングモデルコース設置（２０箇所目）
2 西地区ウォーキングモデルコース設置（２１箇所目）
3 「子どものためのサービスガイド冊子作成」
4 吉井町・世知原町合併

ボランティアセンター移設（させぼ市民活動交流プラザ内）
妊婦・乳児・１歳６か月児・３歳児精密健康診査を長崎県内医療機関へ拡大
BCGの直接接種開始

10 佐世保市立休日急病診療所の夜間帯診療の廃止
在宅当番医制診療の産婦人科廃止
福祉医療（通院・入院とも就学前までに拡大）

18. 1 地域福祉「お茶の間トーク」開始（市内３１箇所、～19年度まで）
3 佐世保市老人保健福祉計画・佐世保市介護保険事業計画策定（第３期）

次世代育成支援佐世保市行動計画（佐世保市エンゼルプラン・第２次計画改訂版）１市４町合併版
策定
日本初黒毛和種のBSE陽性牛を発見して排除
宇久町・小佐々町合併（佐世保市宇久保健センター設置）
妊婦町外通院費助成事業開始(宇久）

4 佐世保市地域福祉策定委員会設置
地域包括支援センター（中央、北部、東部）設置
小児慢性特定疾患児日常生活用具給付事業開始
子どもに関する総合相談窓口「子ども子育て応援センター」（子育て家庭課準課）新設
要保護児童対策地域協議会「佐世保市子ども安心ネットワーク協議会」発足
HIV抗体検査即日検査開始
乳がん検診に超音波検査の導入
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史 誌年月

平成 18. 6 佐世保市医療安全支援センター開設・佐世保市医療安全推進協議会設置
佐世保市食育推進会議発足
佐世保市歯科保健及び第３次実施計画策定
麻しん風しん予防接種２回接種開始

10 子どものインフルエンザ予防接種費用助成開始
12 佐世保市食育推進計画策定

災害時要援護者登録制度開始
19. 2 佐世保市福祉有償運送運営協議会設置

3 佐世保市保健所における一般健康診断の廃止
佐世保市障害福祉計画(第１期）策定

4 公文書等における「障害」の表記を「 障がい」に変更（法令名等一部を除く）
佐世保市障がい者等相談支援事業（市内４箇所）開始（委託事業）
母子保健事業システムの導入
離島地域安心出産支援事業開始（県の事業開始に伴い宇久・黒島・高島対象）

8 佐世保市地域自立支援協議会設置
10 佐世保市中央保健福祉センター（仮称）新築工事着工
12 スポーツクラブ発砲事件による「心の相談窓口」設置（～平成20年3月7日まで）

20. 3 基本健康診査の廃止（特定健診・特定保健指導への移行）
4 子ども未来部設置

生後４か月までの全戸訪問事業開始
育児支援家庭訪問事業開始
妊婦一般健康診査の拡充（２回から５回へ）
新生児聴覚検査事業開始（H１５年度から県実施）
佐世保市障がい者等相談支援事業（市内１箇所）増設（委託事業）
麻しん風しん予防接種第Ⅲ期（中学校1年生）、第Ⅳ期（高校3年生）接種開始（～平成24年度まで）
市立休日急病診療所を市立急病診療所と改称
市立急病診療所における平日夜間の小児科診療開始（月曜日～金曜日、20時～23時）
佐世保市西部芳世苑の供用開始
後期高齢者医療制度開始

6 敬老特別乗車証及び福祉特別乗車証による無料乗車を西肥バスまで拡大
10 第48回社会福祉大会開催

佐世保市精神障がい者自立促進支援協議会設置
12 敬老特別乗車証及び福祉特別乗車証のICカード化

21. 3 佐世保市老人福祉計画・佐世保市介護保険事業計画策定（第４期）
佐世保市障がい者プラン・佐世保市障がい福祉計画（第２期）策定

4 子育て応援特別手当（平成２０年度版）支給事業開始（受付期間～平成２１年１０月１３日まで）
妊婦一般健康診査の拡充（5回から14回へ）

6 佐世保市中央保健福祉センター「すこやかプラザ」の供用開始
（保健福祉部と子ども未来部、急病診療所と中央地域包括支援センターの移転）
機構改革により、市民生活部国民健康保険課が保健福祉部に医療保険課・保険料課として編入
東部地区在宅当番医制度の廃止

10 女性特有のがん検診無料クーポン券の配布
22. 3 江迎町・鹿町町合併

救護施設八天荘閉園
次世代育成支援佐世保市行動計画（後期行動計画）「させぼっ子未来プラン」策定
江迎・鹿町地域包括支援センター設置

4 子ども未来基金創設
10 乳幼児福祉医療　現物給付制度開始
12 福祉医療（父子家庭の父子への助成開始）

23. 2 子宮頸がん等予防ワクチン接種事業の開始
10 大腸がん検診無料クーポン券の配布

市立急病診療所における平日夜間の内科と、土曜日夜間の内科・小児科診療開始
第２次佐世保市食育推進計画策定
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史 誌年月

平成 24. 3 佐世保市老人福祉計画・佐世保市介護保険事業計画策定（第5期）
佐世保市障がい者プラン・佐世保市障がい福祉計画（第３期）策定
佐世保市母子生活支援施設「いずみ」廃止（Ｈ２４．９．１０撤去）。

4 医療政策課設置
佐世保市歯・口腔の健康づくり推進条例施行

7 佐世保市歯科保健推進協議会廃止
佐世保市歯・口腔の健康づくり推進協議会発足

9 不活化ポリオワクチン接種開始
11 四種混合ワクチン定期接種開始

25. 3 バリアフリー生活館閉館
佐世保市歯・口腔の健康づくり推進計画策定
第２次けんこうシップさせぼ２１策定

4 地域包括支援センター再編・増設（９箇所設置）
佐世保市フッ化物洗口推進事業開始
ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワクチン定期接種化
権限委譲により、育成医療事業開始

7 BSEスクリーニング対象牛の月齢が48月超に引き上げ
思春期の性教育推進委員会廃止

11 「子宮頸がん検診における細胞診とHPV検査併用の有用性に関する研究」参加開始
12 佐世保市成人歯科健診無料クーポン券配布

26. 4 佐世保市福祉活動プラザ設置
機構改革により、保健福祉部に看護専門学校が編入
定期予防接種の県外接種費用の補助を開始

10 水痘ワクチン定期接種開始
成人用肺炎球菌ワクチン定期接種開始

12 合併町分６コースを含む、２７コースのウオーキングモデルコースマップ集を作成
27. 2 佐世保市子ども発達センター 常盤町サンクル4番館に移転・供用開始

3 「新させぼっ子未来プラン」（次世代育成支援佐世保市行動計画、佐世保市子ども・子育て
支援事業計画）策定
市内全ての小学校及び市立の幼稚園・保育施設でフッ化物洗口開始
佐世保市新型インフルエンザ等対策行動計画策定
佐世保市障がい福祉計画（第４期）策定
佐世保市老人福祉計画・佐世保市介護保険事業計画策定（第6期）

4 佐世保市立看護専門学校　新校舎供用開始、５６回生より１学年８０名の定員となる
「子ども・子育て支援新制度」を開始

8 利用者支援事業（保育コンシェルジュ）を開始
10 胃がんリスク検診開始

28. 4 中核市移行に伴い、保健福祉部指導監査課を設置し、子ども未来部子ども政策課に児童福祉
施設指導監査担当を配置

8 福祉医療費助成制度　小中学生まで対象年齢拡大（償還払い）
10 Ｂ型肝炎ワクチン定期接種開始

29. 1 第３次佐世保市食育推進計画策定
4 子育て世代包括支援センター事業を開始（産前産後～乳幼児期の相談窓口「ままんち　させぼ」、産後

ケア）
健康牛に係るBSEスクリーニング検査を廃止。

30. 3 佐世保市老人福祉計画・佐世保市介護保険事業計画策定(第7期)
佐世保市障がい者プラン・佐世保市障がい福祉計画(第5期)・佐世保市障がい児福祉計画(第1期)策定

4 国民健康保険都道府県単位化開始
佐世保市手話言語条例施行
無料梅毒検査開始
柔道整復師施術に係る乳幼児福祉医療費の現物給付開始

6 歯の健康優良高齢者コンテスト廃止
12 ハイリスク者無料風しん抗体検査開始

31. 3 BCGの集団接種廃止
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史 誌年月

平成 31. 4 風しん追加対策抗体検査および予防接種開始
骨髄提供者へ支援助成開始
8020認定証開始
プレミアム付商品券事務局設置

令和 元 6 市内全ての中学校でフッ化物洗口開始
10 「幼児教育・保育の無償化」を開始

2 3 新型コロナウイルス感染症PCR検査開始
プレミアム付商品券事務局解除

4 市内で初の新型コロナウイルス感染症陽性者を確認
新型コロナウイルス感染症特別対策室（準部）設置

10 ロタウイルスワクチン定期接種開始
3 3 佐世保市障がい福祉計画(第6期)・佐世保市障がい児福祉計画(第2期)策定

4 寡婦福祉医療費制度の廃止
5 新型コロナウイルスワクチン特例臨時接種開始
9 新型コロナウイルスワクチン接種後の健康被害に対する予防接種後健康被害救済制度に基づく

対策等を開始
10 佐世保市動物愛護センター設置

犬管理所の業務終了
4 1 非課税世帯等に対する臨時特別給付金事務局設置

2 第４次佐世保市食育推進計画策定
4 地域連携準備室設置

ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症ワクチンの積極的勧奨再開
医療行為により免疫を消失した方を対象とした予防接種再接種費用助成事業開始

7 ヒトパピローマウイルス（HPV）感染症ワクチン任意接種費用助成開始
8 保険料課から収納業務を収納推進課へ、賦課業務を医療保険課へ移管し、保険料課廃止

10 福祉医療制度　小中学生、ひとり親家庭等福祉医療費の現物給付開始（佐世保市内の医療機関に限る）
5 1 非課税世帯等に対する価格高騰緊急支援給付金事務局（事務局名称の読替）

3 非課税世帯等に対する価格高騰緊急支援給付金事務局解除
「生きるを支えるさせぼプラン」佐世保市自殺対策計画策定

4 地域福祉推進室(名称の読替)
福祉医療制度　高校生等まで入通院の助成を拡大（償還払い）

5 新型コロナウイルス感染症の位置付けが「２類相当」から「５類感染症」へ移行
6 住民税非課税世帯臨時給付金事務局設置
7 新型コロナウイルス感染症特別対策室（準部）廃止
8 感染症対策課及び新型コロナウイルス感染症対策室（準課）設置
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